
7
月
7
日
、
新
宿
町
で
地
域
の
お
宝
（
地

域
資
源
）に
つ
い
て
、よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
地
元
の
方
々
が
お
宝
の

解
説
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
新
宿
町
は

平
成
29
年
か
ら
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
に

取
り
組
み
、
お
宝
さ
が
し
や
将
来
構
想
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
設

置
し
た
の
は
、
活
動
の
中
で
見
つ
け
た
「
源

氏
川
の
彼
岸
花
」
や
「
諏
訪
神
社
」
な
ど

の
地
域
の
お
宝
８
ケ
所
で
す
。
今
後
は
お

宝
の
案
内
看
板
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
宝
解
説
看
板
を
設
置

エコミュージアム通信
文化課（☎72-3201）

ECOECO
トピックス

ECOECO
トピックス

新
宿
町

7
月
7
日
、
大
平
町
で
地
元
の
方
々
が
地

域
の
お
宝
（
地
域
資
源
）
を
案
内
す
る
看

板
を
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し

た
。
大
平
町
は
平
成
28
年
か
ら
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
探
索
や
将

来
構
想
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
設
置
し
た
「
大
平
町
散
策
マ
ッ

プ
」
と
題
し
た
案
内
看
板
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
中
で
地
元
の
方
々
が
見
つ
け
た

様
々
な
地
域
の
見
ど
こ
ろ
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
、
大
平

町
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
宝
散
策
マ
ッ
プ
看
板
を

設
置

ちょっと
寄り道

旧
稲
田
家
住
宅

赤
煉
瓦
蔵

今
月
は
東
一
町

平
成
26
年
に
は
国
の
有
形
登
録
文
化
財

に
登
録
さ
れ
、
現
在
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
、
絵
画
の
個
展
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ一
度
、
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

鯨
ケ
丘
商
店
街
の
一
角
を
担
う
東
一
町
の

通
り
沿
い
に
は
、
趣
深
い
建
物
が
並
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
ひ
と
際
目
を

引
く
も
の
が
旧
稲
田
家
住
宅
赤
煉
瓦
蔵

で
す
。

こ
の
赤
煉
瓦
蔵
は
、
明
治
43
年
に
こ
の

地
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
「
稲
田
屋
」

の
稲
田
敬
造
氏
が
袖
蔵
と
し
て
建
造
し

た
も
の
で
す
。
当
時
の
太
田
町
金
井
町

在
住
の
宮
大
工
棟
梁
・
斎
藤
辰
吉
氏
が

建
築
し
、
煉
瓦
蔵
の
３
階
の
天
井
部
分

の
柱
と
梁
の
組
み
方
や
、
黒
漆
喰
塗
の

観
音
開
き
の
扉
な
ど
、
卓
越
し
た
技
術

の
粋
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

紹介者
東一町
野邉 英夫さん

旧稲田家住宅赤煉瓦蔵

大
平
町

散策マップは農村集落センターの他に市役所ロビー・常陸太田駅・交流センターふじ・
道の駅さとみ・竜神大吊橋で配布しています
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【
ス
タ
ー
ト
】

郷
土
資
料
館
梅
津
会
館
〜

▼
距
離 

: 約
4.5
㎞

▼
時
間 

: 約
1
時
間
30
分

今
回
は
、
太
田
七
坂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

趣
深
い
鯨
ケ
丘
の
街
並
み
の
特
徴
の一つ

と
も
言
え
る
の
が〝
坂
〞で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。た
く
さ
ん
の
坂
が
あ
る
中
で
、
南

の「
木
崎
坂
」「
下
井
戸
坂
」、
東
の「
板
谷

坂
」「
塙
坂
」「
東
坂
」、西
の「
杉
本
坂
」「
十

王
坂
」
を
「
太
田
七
坂
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。下
か
ら
坂
を
見
上
げ
た
り
、
坂
の
上

か
ら
の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
歩
い
て

み
る
と
い
つ
も
の
車
窓
か
ら
の
眺
め
と
は

違
っ
た
風
景
に
出
会
え
ま
す
。鯨
ケ
丘
の

今
昔
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
99

太
田
七
坂

コ
ー
ス

杉本坂❼

遍照寺と山田神社の間に位置します。旧幕の頃は、このあ
たりには狐狸がでるほど鬱蒼とした樹木があったそうです。
名前の由来は、坂のそばにある偏照寺の山号が、杉本坂で
あることからきているのではないかと言われています。

▼上から

▲下から

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

梅津会館
西二町２１８６

❶❶❶❶

❼❼❼❼❼❼

梅津会館
西二町２１８６

STA
RT &

GO
AL!

すぎもと

十王坂❶

寿町と西町を結ぶ勾配の急な坂。「だいこん
坂」の愛称でも親しまれています。この坂に
は、「だんご屋の幽霊」の言い伝えが残って
います。

▼上から

▲下から

じゅうおう

下井戸坂❻

太田と笠間を結ぶ笠間街道の出発点です。
坂を下る途中、左側に下井水宮があります。
名前の由来は、太田七井の一つである「下
井」があることからではと言われています。

▼上から

▲下から

しもいど

塙坂❷

日立方面と太田を結ぶ物資の輸送路でした。
塩や海産物を運ぶのに使われた塩の道で、
現在も塙坂を登り切った東と西を結ぶ路地
は、塩横町と呼ばれています。

▼上から

▲下から

はなわ

木崎坂❺

鯨ケ丘の南側の入り口です。開通は定かで
はありませんが、明治初期の頃に木崎山を
掘り崩して直線の道を造り、通行の利便をは
かったのではないかと言われています。

▼上から

▲下から

きざき

東坂❸

太田七坂の中では一番新しい坂で、昭和初期に
つくられ、昭和40年代に現在のように整備され
ました。名前の由来は、東町にある坂だから、「東
坂」と言われてきたのではないかとのことです。

▼上から

▲下から

あずま

板谷坂❹

眺めに定評があり「眉美千石」とも言われて
いました。名前の由来は、かつて佐竹氏がこ
の地を治めていた時代には、この地に「番
屋」があったからではと言われています。

▼上から

▲下から

ばんや

案内してくれた

地元のみなさん

若宮八幡宮

常陸太田
郵便局

R
2
9
3

太田
警察署

R3
49

常陸
太田駅

うっそう
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墓
地
に
は
個
人
墓
地
、共
同
墓
地
、寺
院
墓
地
、

公
営
墓
地
な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

お
墓
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
場
合

に
は
、
墓
地
管
理
者
ま
た
は
環
境
政
策
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
チ
エ

暮
ら
し
の
チ
エ
環
境
政
策
課（
内
線
110
・
181
）

最 近 お 墓 事 情の

Road to
2019国体

炬火について
きょか

Vol.12

大会期間中、笠松運動公園周辺は大変混雑しますので 、
自家用車における 通行自粛のご協力をお願いします。
★国体総合開会式 9/28 （土）・ 閉会式 10/8（火）
★障スポ開会式 10/12 （土）・ 閉会式 10/14（月祝）
■問い合わせ先
いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会実行
委員会（事務局） 茨城県国体・障害者スポーツ大会
局 施設調整課（029-301-5384）

国体推進室（内線355）

採
火
さ
れ
た
火
は
、
8
月
15
日
（
木
）

太
田
ま
つ
り
会
場
で
開
催
の
「
炬
火
集

火
式
」
で
、一つ
に
ま
と
め
ら
れ
「
常
陸

太
田
市
の
火
」
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

県
内
全
市
町
村
で
お
こ
さ
れ
た
炬
火
は
、

9
月
28
日
（
土
）
笠
松
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
る
総
合
開
会
式
で一つ
に
集
め
ら

れ
、「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
の
火
」
と
し

て
誕
生
し
ま
す
。
こ
の
火
は
、
い
き
い

き
茨
城
ゆ
め
国
体
・
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
大
会
の
期
間
中
、
選
手
を
見
守
る
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。

～マイギリ式～ ～火打石式～ ～レンズ式～

本市では、 各小・中学校 および特別支援学校 の 
計 20 校の子どもたちにより 、さまざまな方法で採火しました。

茨城県国体局からのお知らせ『通行自粛のお願い』

行
会

　お墓が遠くて、 
墓参りや管理が難しいの
ですが、近くに移すには、
どうしたらいいのかしら。
　現在のお墓の所在がある
市区町村で改葬許可申請を

行ってください。

　お墓の使用者が
亡くなったのですが、

何か手続きが必要なのかしら。
　お墓を引き継ぐ手続きが必要
です。お墓の管理者に連絡して、
必要な手続きをしてください。

　将来お墓を守っていく人が
いないので、墓じまいをしたいのですが、

どうしたらいいのかしら。
　まずは、お墓の管理者や市に相談して

ください。次に、お墓に遺骨が埋蔵されている
場合は、永代供養に合祀、納骨堂に収蔵、

樹木葬など、今後の供養をどうするかを決め、
遺骨を移します。遺骨を取り出したら、
お墓の解体、撤去を行い、管理者に

報告してください。

（＊炬火＝オリンピックの聖火に当たるもの）

Q

Q

Q

A

A

A
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ス
ト
ッ
プ
！
ニ
セ
電
話
詐
欺

「
パ
ソ
コ
ン
使
用
中
に
警
告
表
示
！
」

慌
て
て
業
者
に
連
絡
し
な
い
で

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
た
ら
、

突
然
大
き
な
警
告
音
が
鳴
り
、
画
面
に
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
表
示
が
出
た
。
驚
い
て
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
に
連
絡
を
す
る
と
「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
。

３
年
間
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
契
約
が
必
要
だ
」

と
言
わ
れ
５
万
円
を
カ
ー
ド
決
済
し
た
。
し
か
し
不

審
な
気
が
し
た
の
で
解
約
し
た
い
と
メ
ー
ル
で
連
絡

し
た
が
、
返
信
が
な
い
。

警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
て
も
、
慌
て
て
事
業
者
に
連

絡
し
た
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
や
サ
ポ
ー
ト
等
の

契
約
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
警
告
画
面
が
偽
か
ど
う
か
の
判
断
が
つ
か
な
い
」

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
等
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
」

「
警
告
画
面
が
消
え
な
い
」
等
の
対
処
方
法
に
つ
い
て

は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口
（
03
‐
５

９
７
８‐７
５
０
９
）
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

解
約
し
よ
う
と
し
て
も
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま

な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

東
海
村
合
同
就
職
説
明
会
・

面
接
会
を
開
催
し
ま
す

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
と
、
東
海
村
内
に
事
業
所
を

持
つ
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
東
海
村
合
同

就
職
説
明
会
・
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

東
海
村
内
に
事
業
所
が
あ
る
企
業
が
参
加
し
、
複
数

社
の
説
明
や
採
用
面
接
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
参
加
費

無
料
・
事
前
申
込
不
要
で
す
の
で
、
今
働
き
た
い
方

だ
け
で
な
く
、
今
後
の
参
考
に
し
た
い
方
も
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
：９
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
受

付
開
始 

午
後
１
時
）

◆
と
こ
ろ
：
東
海
村
産
業
・

情
報
プ
ラ
ザ
「
ア
イ
ヴ
ィ
ル
」

（
東
海
村
舟
石
川
駅
東
３
丁

目
1
番
1
号
）

◆
問
：
東
海
村
産
業
政
策
課

（
０
２
９
‐
２
８
２
‐
１
７
１
１
）

温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

常
陸
太
田

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
よ
り

駅
東
広
場
へ
／
気
温
表
示
板

常陸太田ロータリークラブの皆さん

INFORMATION
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常陸太田市からのお知らせ

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

第
20
回 

西
金
砂
登
山

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

毎
年
、
好
評
を
得
て
い
る
「
西
金
砂
登

山
マ
ラ
ソ
ン
」。
今
年
で
第
20
回
を
迎
え

ま
す
。
常
陸
秋
そ
ば
に
ゆ
か
り
の
深
い
金

砂
郷
地
区
の
そ
ば
街
道
を
コ
ー
ス
に
、

全
長
14
㎞
・
高
低
差
約
３
０
０
m
を
駆

け
抜
け
ま
す
。
参
加
者
に
は
嬉
し
い
特

典
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
も
魅
力
！
全
員
に

参
加
賞
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
）
あ
り
、
さ

ら
に
金
砂
の
湯
入
浴
券
や
常
陸
秋
そ
ば

食
事
サ
ー
ビ
ス
ま
で
！？
上
位
入
賞
者
だ

け
で
な
く
、
ベ
テ
ラ
ン
賞
や
ラ
ッ
キ
ー
賞

な
ど
各
種
特
別
賞
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

紅
葉
に
染
ま
る
山
々
を
眺
め
な
が
ら
走

る
、
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
仲
間
や
家

族
と
一
緒
に
、
秋
の
西
金
砂
を
楽
し
く
走

り
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
：
11
月
17
日
（
日
）
午
前
8
時

45
分
開
会
（
雨
天
決
行
）

◆
申
込
方
法
な
ど
：
詳
し
く
は
7
月
25

日
号
の
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
：西
金
砂
登
山
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内 
73
‐
０
０
９
０
）

弘山晴美さんプロフィール：
１９６８年９月生まれ
大麻中学→徳島県立鳴門高校
→国士舘大学→資生堂ランニングクラブ→EVOLU１９９６年  アトランタオリンピック   ５０００M 代表１９９９年  世界陸上（セビリア） １００００M ４位２０００年  シドニーオリンピック １００００M 代表２００４年  アテネオリンピック １００００M 代表２００５年  世界陸上（ヘルシンキ）マラソン ８位２００６年  名古屋国際女子マラソン 優勝

第20回を記念して、
ゲストランナーに
弘山晴美さんを迎えます！

市民課市民窓口係（内線132）

閲覧日 閲覧委託者または申出者 閲覧事由 閲覧対象

H30.5.8

H30.5.10

H30.10.4

H30.10.11

H30.10.11

H30.10.16

H30.11.2

H30.12.12

国土交通省関東地方整備局

NHK放送文化研究所

（一社）新情報センター

内閣府大臣官房政府広報室

内閣府政策統括官付

西河内中町会

国土交通省土地・建設産業局

霞ヶ浦から50㎞圏域および
千波湖から40㎞圏域
20歳以上の男女115人

幡町
満7歳以上の男女12人

大里町
満10歳～18歳の男女20人

大方町
満40歳以上日本人男女16 人

大平町
満18歳以上日本人男女15人

中野町・小島町・島町・藤田町
60歳以上の男女20 人

西河内中町
50歳以上の男女114人

磯部町
20歳以上の日本人男女16人

経済産業省産業保安グループ

霞ヶ浦導水事業の水質改善
に関するアンケート調査

6月全国放送サービス
接触動向調査

青少年のインターネット
利用環境実態調査

冷暖房機器・電化製品の
安全に関するアンケート調査

老後の生活設計と
公的年金に関する世論調査

高齢者の住宅と
生活環境に関する調査

災害時避難行動要支援者
台帳見直しのための資格調査

土地問題に関する
国民の意識調査

住民基本台帳の閲覧状況の公表 住民基本台帳法第11条第3項
および第11条の2 第12項の規定に基づき、 

平成30年度の住民基本台帳の閲覧状況を公表します。

大会本部

折り返し地点
（5km）

西金砂湯けむりの郷
（金砂の湯）

スタート：5km
フィニッシュ：14km・5km

本部救護所 第１給水所

西金砂そばの郷
（そば工房）

下
宮
河
内
町

赤
土
町

交流施設

菊蓮寺 卍

西金砂神社

ふるさと歴史
民俗伝承館

第１救護所 第2給水所

第2救護所 第3給水所

第4給水所

スタート：14km
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当
市
生
ま
れ
の
初
代
都
一々
坊
扇
歌
が
確

立
し
、
今
も
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い

る
都
々
逸
の
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と
き
：
11
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
開
会

◆
と
こ
ろ
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
募
集
内
容
：

【
唄
の
部
門
】

●
参
加
資
格
…
16
歳
以
上
の
方

●
募
集
人
員
…
80
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料
…
２
千
円
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

参
加
賞
代
含
む
）

【
作
詞
の
部
門
】

●
応
募
資
格
… 

中
学
生
以
上
の
方

●
募
集
区
分
…一般
の
部
・
少
年
の
部
（
中

学
生
・
高
校
生
）

●
応
募
点
数
…一人
２
句
ま
で
（
宿
題
句
・

自
由
句
各
１
句
）

●
応
募
料
…
２
千
円
（
少
年
の
部
は
無

料
）

●
宿
題
句
課
題
…「
令
」「
和
」「
元
」「
年
」

＊
お
題
の
文
字
の
い
ず
れ
か
を
１
字
以
上

使
っ
て
く
だ
さ
い
。
文
字
の
読
み
方
、
使

い
方
は
自
由
で
す
。
自
由
句
は
、
字
数

以
外
は
自
由
で
す
。

＊
応
募
者
全
員
に
作
品
集
を
差
し
上
げ

ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
市
役
所
、
各
支
所
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募
料
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切
：
９
月
27
日
（
金
）
当
日

消
印
有
効

◆
申
込
先
：
第
33
回
都
々
逸
全
国
大
会

事
務
局
（
文
化
課
内　

〒
３
１
３
‐
０
０

５
５  

西
二
町
２
２
０
０
）

◆
問
：
文
化
課
（
72
‐
３
２
０
１
）

都
々
逸
全
国
大
会
参
加
者
募
集

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

期　日

９月２日（月） 本会議（開会・議案説明）

９月10日（火） 常任委員会（文教民生）

９月3日（火） 休会（議案調査）

９月11日（水） 常任委員会（産業建設）

９月4日（水） 本会議（一般質問）

９月12日（木） 決算特別委員会

９月5日（木） 本会議（一般質問）

９月13日（金） 決算特別委員会

９月6日（金） 本会議（議案質疑）

９月14日（土）～16日（月祝） 休会

９月7日（土）・8日（日） 休会

９月17日（火） 休会（議事整理）

９月9日（月） 常任委員会（総務）

９月18日（水） 本会議（委員長報告・採決・閉会）

議 事 予 定

＊休会日以外すべて10時から開催

市
議
会
９
月
定
例
会
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

＊
９
月
定
例
会
で
審
査
さ
れ
る
請
願
の
提

市
議
会
定
例
会

ど
ど
い
つ
ぼ
う
せ
ん
か

出
期
限
は
８
月
26
日
（
月
）
午
後
５
時

ま
で
で
す
。

＊
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

◆
問
：
議
会
事
務
局
（
内
線
４
３
２
・

４
３
３
）

大会HP
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【
展
覧
会
】

◆
と
き
：
12
月
４
日
（
水
）
〜
８
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
８
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

◆
と
こ
ろ
：
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
内
容
：
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
彫
刻
・

陶
芸
の
展
示

【
作
品
募
集
に
つ
い
て
】

◆
種
目
：
第
１
部
…
絵
画
（
洋
画
・
日

本
画
・
創
作
版
画
）
と
デ
ザ
イ
ン
／
第

２
部
…
書
道
／
第
３
部
…
写
真
／
第
４

部
…
彫
刻
／
第
５
部
…
陶
芸
（
工
芸
を

含
む
）

＊
各
部
門一人
１
点
ま
で

◆
規
格
：
詳
細
は
開
催
要
項（
出
品
票
付
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
要
項
は
市
役
所
・
文
化
課
事
務
所
・
パ

ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

等
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
搬
入
受
付
：
11
月
30
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
、
12
月
１
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
／
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
出
品
料
：
無
料

◆
出
品
方
法
：
開
催
要
項
に
付
い
て
い

る
出
品
票
と
作
品
を
お
持
ち
の
上
、
搬

入
日
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
文
化
課
（
72
‐
３
２
０
１
）

９
月
10
日
（
火
）〜
20
日
（
金
）、
市
県
民

税
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
を
対
象
に
、

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成

30
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
入
（
所

得
）
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

◆
日
程
：
９
月
10
日
（
火
）
…
金
砂
郷

地
区
／
11
日
（
水
）
…
水
府
地
区
・
里

美
地
区
／
12
日
（
木
）
…
機
初
地
区
・

西
小
沢
地
区
・
幸
久
地
区
・
佐
竹
地
区

／
13
日
（
金
）
…
誉
田
地
区
・
佐
都
地
区
・

世
矢
地
区
・
河
内
地
区
／
17
日
（
火
）

…
太
田
地
区
／
18
日
（
水
）・
19
日
（
木
）・

20
日
（
金
）
…
全
地
区

＊
混
雑
緩
和
の
た
め
、
指
定
日
に
申
告
さ

れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
指
定
日
お

よ
び
指
定
地
区
以
外
の
方
の
申
告
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
水
曜
日
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
窓
口
を

延
長
し
て
い
ま
す
。

◆
と
こ
ろ
：
税
務
課

◆
対
象
者
：
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、

常
陸
太
田
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

申
告
が
お
済
み
で
な
い
方

●
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
…
す
で
に

税
務
署
で
確
定
申
告
を
し
た
方
や
市
役

所
で
市
県
民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
／

所
得
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与
の
支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ

れ
て
い
る
方
／
所
得
が
公
的
年
金
の
み

で
、
年
金
の
支
払
先
か
ら
年
金
の
支
払

報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る

方
／
平
成
30
年
中
に
収
入
の
な
か
っ
た
方

＊
収
入
の
な
い
方
で
も
、
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
や
非
課
税

証
明
が
必
要
な
方
、
国
民
健
康
保
険
な

ど
加
入
し
て
い
る
制
度
に
よ
り
申
告
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
も
の
：
印
鑑
、
所
得
内
容
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
・
給

与
支
払
証
明
・
事
業
所
得
の
帳
簿
等
）、

生
命
保
険
・
国
民
年
金
・
社
会
保
険
・
地

震
保
険
の
払
込
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
等

◆
問
：
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
２
１
１
・

２
１
３
）

常陸太田市からのお知らせ

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

市
美
術
展
覧
会
の
開
催
お
よ
び

作
品
募
集

‐
市
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？
‐

市
県
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
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◆
と
き
：
９
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
（
受
付 

午
前
9
時
30
分
〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
大
会
議
室

◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

ラ
リ
ー
参
加
20
店
で
そ
ば
を
食
べ
て
、
ス

タ
ン
プ
を
集
め
ま
し
ょ
う
。
集
め
た
お
店

の
ス
タ
ン
プ
数
に
応
じ
て
、
抽
選
で
お
食

事
券
が
当
た
り
ま
す
。

◆
開
催
お
よ
び
応
募
期
間
：
12
月
31
日

（
火
）
ま
で

◆
応
募
方
法
：
参
加
各
店
で
配
布
し
て

い
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
に
規
定
数
以

上
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
台
紙
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
参
加
店
店
頭
で
応
募

ま
た
は
事
務
局
ま
で
郵
送
（
送
料
応
募

者
負
担
）
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課

（
〒
３
１
３
‐
８
６
１
１　

金
井
町
３
６

９
０
／
内
線
６
２
１
）

年
金
相
談

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

常
陸
太
田
の
お
そ
ば
屋
さ
ん
の
会

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

地
元
町
会
や
出
店
者
に
よ
る
物
販
他
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
久
自
楽
舞
や

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
な
ど
、

多
く
の
出
演
者
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

す
。

◆
と
き
：
８
月
24
日
（
土
）
午
後
４
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
）

◆
と
こ
ろ
：
常
陸
太
田
駅
前
広
場

◆
問
：
常
陸
太
田
駅
夏
物
語
２
０
１
９

実
行
委
員
会
（〈一
社
〉
常
陸
太
田
市
観

光
物
産
協
会
内 

72
‐
８
１
９
４
）

常
陸
太
田
駅
夏
物
語
２
０
１
９
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常陸太田市からのお知らせ
商
工
業
の
振
興
と
地
域
に
お
け
る
消
費

喚
起
を
図
る
た
め
、市
な
ら
び
に
国
に
よ

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま

す
。

【
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】

１
万
１
千
円
分
（
５
０
０
円
22
枚
綴
り
）

の
商
品
券
を
１
万
円
で
販
売
し
ま
す
。

◆
対
象
：
市
民
お
よ
び
市
内
へ
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

◆
販
売
総
数
：
１
万
２
千
冊
（一
人
３
冊

ま
で
）

◆
使
用
期
間
：
10
月
１
日
（
火
）〜
令
和

２
年
２
月
29
日
（
土
）

◆
申
込
方
法
：
募
集
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
い

る
専
用
は
が
き
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

＊
募
集
チ
ラ
シ
は
８
月
17
日
（
土
）
新
聞

折
り
込
み
の
ほ
か
市
役
所
、
市
商
工
会
、

市
商
工
会
加
盟
店
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
そ
の
際
は

９
月
20
日
（
金
）
に
結
果
を
申
込
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
申
込
期
間
：
８
月
19
日
（
月
）〜
９
月

13
日
（
金
）

◆
引
き
換
え
：
代
金
と
引
換
券
を
持
参

し
、
引
換
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
引
換
所
：
商
工
会
本
所
（
10
月
１
日

〜
14
日
）
／
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
・
水

府
総
合
セ
ン
タ
ー
・
里
美
文
化
セ
ン
タ
ー

（
10
月
４
日
〜
６
日
）

＊
各
日
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
問
：
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課
（
内

線
６
２
１
・
６
２
２
）
／
市
商
工
会
（
72

‐
５
５
３
３
）

【
国
の
経
済
対
策
分
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
】

５
千
円
分
（
５
０
０
円
10
枚
綴
り
）
の
商

品
券
を
４
千
円
で
販
売
し
ま
す
。

◆
対
象
：

・
対
象
者
１
…
令
和
元
年
度
分
の
市
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
（
市
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等

や
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

・
対
象
者
２
…
平
成
28
年
４
月
２
日
〜
令

和
元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

◆
購
入
可
能
冊
数
：

・
対
象
者
１
…一人
５
冊

・
対
象
者
２
…
対
象
と
な
る
子
ど
も
一
人

に
つ
き
５
冊
（
対
象
者
１
、
２
の
両
方
に

該
当
す
る
方
は
両
方
の
立
場
で
購
入
が

可
能
で
す
）

◆
使
用
期
間
：
10
月
１
日
（
火
）〜
令
和

２
年
２
月
29
日
（
土
）

◆
申
込
方
法
：

・
対
象
者
１
…
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
市
役
所
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
対
象
と
推

定
さ
れ
る
方
に
は
申
請
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
申
請
書
類
確
認
後
、
９
月

上
旬
に
商
品
券
引
換
券
を
送
付
し
ま

す
）。

・
対
象
者
２
：
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す

（
９
月
上
旬
に
商
品
券
引
換
券
を
送
付
し

ま
す
）。

◆
引
き
換
え
：
代
金
と
引
換
券
を
持
参

し
、
引
換
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
引
換
所
：
市
役
所
本
庁
・
各
支
所

（
10
月
1
日
〜
令
和
2
年
2
月
29
日　

午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
〈
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
〉）
／
商
工
会
本
所
（
10
月

1
日
〜
14
日　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

／
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
・
水
府
総
合
セ

ン
タ
ー
・
里
美
文
化
セ
ン
タ
ー
（
10
月

4
日
〜
6
日　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◆
そ
の
他
：
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在

に
お
い
て
、
本
市
に
住
民
登
録
が
な
い

方
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
他
市
町
村
が

申
請
先
に
な
る
場
合
に
は
、
事
前
に
該

当
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
で
、
他
市
町
村
か
ら
住

民
票
を
移
さ
ず
に
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

に
つ
い
て
は
、
本
市
で
申
請
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
詐
欺
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
：
商
品

券
の
販
売
に
つ
い
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

依
頼
し
た
り
、
市
や
内
閣
府
な
ど
の
職

員
が
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
不
審
に
思
っ
た
ら
問
い
合
わ
せ
先
か

警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係（
内

線
１
４
１
・
１
４
２
）

◆
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
：
内

閣
府 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
関
す
る

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
‐
02
‐
２
０

３
６
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

（
常
陸
太
田
市
発
行
分
、国
の
経
済
対
策
分
）を

販
売
し
ま
す

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111



　
里
美
地
区
で
チ
ー
ズ
作
り
を
し
て
い

る
平
賀
で
す
。

　
寒
暖
差
の
激
し
い
梅
雨
が
過
ぎ
て
、

暑
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
季
節
に
な

る
と
、
熱
中
症
の
話
題
が
絶
え
ま
せ
ん

ね
。
人
間
が
熱
中
症
や
夏
バ
テ
を
す
る

よ
う
に
、
牛
も
夏
バ
テ
す
る
そ
う
で
す
。

牛
は
暑
さ
に
大
変
弱
く
、
日
本
の
酷
暑

を
過
ご
す
の
は
、
牛
に
と
っ
て
大
変
な
こ

と
。
そ
こ
で
夏
バ
テ
対
策
の一環
と
し
て
、

涼
し
い
山
へ
放
牧
に
行
っ
た
り
す
る
よ
う

で
す
。

　
暑
さ
に
弱
い
牛
が
、
夏
バ
テ
し
て
体

調
を
崩
し
た
り
す
る
と
、
当
然
、
牛
乳

の
質
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
も
と
も
と
、

冬
の
牛
乳
は
、
脂
肪
分
が
多
く
て
濃
い

牛
乳
で
す
が
、
夏
に
な
る
と
乳
脂
肪
分

の
少
な
い
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
牛
乳
に
変
わ

り
ま
す
。
原
料
で
あ
る
牛
乳
が
変
わ
れ

ば
、
チ
ー
ズ
も
変
わ
り
ま
す
。

　
今
は
昔
と
違
っ
て
、
北
海
道
や
那
須
な

ど
の
避
暑
地
に
も
猛
暑
が
訪
れ
る
の
で
、

チ
ー
ズ
を
つ
く
る
人
が
真
夏
に
頭
を
抱

え
て
い
る
の
は
、
全
国
的
な
現
象
の
よ
う

で
す
。
研
修
で
訪
問
し
た
、
あ
ち
こ
ち

の
工
房
で
も
、
夏
の
チ
ー
ズ
作
り
の
大

変
さ
を
説
か
れ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
チ
ー
ズ
作
り
一
年
生
な
の

で
、
夏
場
の
製
造
作
業
は
何
を
ど
う
克

服
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な

状
況
で
す
が
、
様
々
な
方
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
精
進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
も
、
ど
う
ぞ
熱
中
症
に
は
注

意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

平賀さん

が

少子化・人口減少対策課
（内線346）

太田進徳幼稚園
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市内に住所を有する平成３０年１０月生まれのお子さん（１０月号掲載分）
９月１0日（火）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満満満満１１１歳歳歳歳ののおお子子さささんんんんのの写写真真大大募募募集集集集！！！！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

対　　象

〆　　切
必要事項
問

常陸太田市は茨城を代表するぶどう&なし生産地です！今年も収穫シーズンを迎えました。自宅で味わうのはもちろん、
お世話になった方への贈り物にもぴったり。市内の農家が丹精込めて育てたオオタフルーツは格別の美味しさです♪
＊太田なし&ぶどうについて、誌面で紹介しています。

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

柴田歩実ちゃん8 月9日生まれ／中城町

あゆみ片岡いちかちゃん8 月1日生まれ／塙町

おめでとうございます

はじめての
お誕生日

石川詩ちゃん8 月3日生まれ／三才町

うた

篠原綸ちゃん8 月12日生まれ／東二町

いと宮澤栞奈ちゃん8 月10日生まれ／磯部町

かんな熊坂武くん8 月10日生まれ／天神林町

たける

谷田川依俐ちゃん8 月25日生まれ／東二町

いり小祝千咲ちゃん8 月25日生まれ／木崎一町

ちさき

8
細谷陽音くん8 月22日生まれ／大里町

はると肥田唯榎ちゃん8 月22日生まれ／山下町

いちか

小室結麻ちゃん8 月17日生まれ／幡町

ゆま 茅根未彩ちゃん8 月20日生まれ／上大門町

みあ
川又稜くん8 月22日生まれ／内堀町

りょう 川又蓮くん8 月22日生まれ／内堀町

れん

川崎愛依ちゃん8 月16日生まれ／幡町

あい

8月で１歳です

富田涼介くん8 月27日生まれ／上利員町

りょうすけ

佐藤梛仁くん8 月22日生まれ／塙町

なぎと


